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　５）シーリング切れ・剥離の補修

７　参考資料（モエンの補修方法）

●切れ・剥離しているシーリングを、カッターナイフなどを用いて、完全に除去します。

●新規ニチハシーリングを、標準施工法通り施工します。

　（プライマーの塗りムラ・残し、ニチハシーリングの充填不足、ヘラ押さえの不足などがないよう施工して

　 ください。）

切れ・剥離部分の

シーリング除去
新規ニチハシーリング施工

新規ニチハシーリング

　

　６）藻・カビの除去

●サイディング表面に藻やカビが見られたら、柔らか布やブラシで（やわらかめの歯ブラシ程度）で中性洗剤

　 （水で5～10倍程度に薄めた）を用いて水洗いしてください。

  ※藻やカビを殺す薬剤を用いれば、繁殖を止めることができます。しかし、色素のある藻の多くやカビの場

　　 合、死んでも跡が残ります。漂白作用のある薬剤を使えば跡も残りにくいですが、サイディング自体を痛

     めてしまうことがありまりますので、事前に目立たない箇所で試し洗いをし、問題ないことを確認した上で

     実施してください。

　※金属部材に薬剤が残留すると、変色やサビの原因になりますので、洗浄後はしっかりと水で洗い流して

　　 ください。　

●ローラーやスプレーで、専用のクリーナーを塗布して放置しておくだけで（約2～4週間）、藻やコケの除去

   の効果が現れます。

   ただし、クリーナーによってはカビに対して十分な効果が得られない場合があります。使用にあたっては、

　 専用クリーナーの注意事項に従ってください。

●藻・カビの発生は、周辺の環境によるものです。

　 完全に除去しても、再度菌が付着し発生する可能性があります。

●専用クリーナ－に関する連絡や問い合わせは、下記にお問い合わせください。

専用クリーナー

ワンステップ・スプレー・クリーナー

メーカー／問い合わせ先

アルタン株式会社

〒144-0033
東京都大田区東糀谷3-11-10

TEL：03-3743-5705

　

　７）クラックの補修

７　参考資料（モエンの補修方法）

　

①Ｖ溝の加工

●カッターナイフなどで斜めにカットしてＶ溝に加工します。

　 Ｖ溝の幅　 ：３～７㎜程度

　 Ｖ溝の深さ ：３～７㎜程度

●カッターナイフなどで斜めにカットしてＶ溝に加工します。

Ｖ溝

3程度

※下地や躯体の動きを考慮したパテ補修を行う場合は、弾性パテを使用してください。

　 （推奨パテ：オートンアドハー３５００　オート化学工業㈱製）

※ニチハ純正パテ（ＦＣ５０００）は、弾性ではありません。　

　※必要に応じてクラック先端に貫通孔をあけます。

　１）ひび割れの先端を見つける。

　２）先端にφ３㎜程度の貫通孔をドリルであける。

②Ｖ溝の清掃

●ナイロンブラシなどでＶ溝のカット面を清掃します。

※必要に応じてマスキングテープで養生してください。

  ③パテの充填

　●Ｖ溝（先端に孔をあけた場合は孔も）に補修用

     パテを隙間なく充填します。

  ※パテがはみ出した場合は除去してください。

  ※シーリングによる補修処理は行わないでください。

　　 シーリングの劣化により白化したり、汚れが

　　 付着して目立つおそれがあります。

④表面仕上げ

●ヘラなどを用いて、表面柄にそって補修成形して

　 ください。

●マスキングテープを貼った場合は、ゆっくりと取り

　 除きます。

  ⑤補修液による補修塗装

　●補修用パテが硬化後、補修液を塗布してください。

　※補修液は、色が均一になるまで十分に攪拌後、

　　 使用します。

補修液


